
感震ブレーカーを設置しましょう

地震後に発生することが多い火災の原因の多くには、電気が関わっています。このよう

な電気火災を防止するため、鳥取県では感震ブレーカーの設置促進に取り組んでいます。

［感震ブレーカーとは］

感震ブレーカーは、地震を感知する信号が震度６等の設定値以上になった場合に、配

線用ブレーカー又は漏電ブレーカー等を遮断する信号を出すことにより、電気を自動

的に遮断します。火災を防止するために、ブレーカーを落とそうと地震後に建物の中に

戻るのは非常に危険です。感震ブレーカーが設置されていれば、自動的に電気を遮断でき

ます。多くの家庭に設置されれば、その地域の防災力の向上にもつながります。

（用途に応じて数種類あり、価格は工事費込みで 2 万円～ 10 万円程度です。）
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